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[緒言]  

銀をゼオライトにドープした銀形ゼオライト

は、加熱等の処理により強いフォトルミネッセ

ンス(PL)を発現する[1]。この材料はレアアース

を使用しないため様々な応用が期待されてい

る。我々は様々な測定方法を用いて PL 発現機

構の解明を試みてきた。そして、X線吸収端微

細構造分析(XAFS)により加熱等の処理中 Ag

クラスターが形成され、PL が観測される大気

共存下・室温において形成されたクラスターが

崩壊していることを解明した[2]。このことか

ら、ゼオライトの PL の原因は Ag クラスター

の形成によるものではない事が明らかになっ

た。そこで、銀以外の添加元素について PL 発

現の有無を探索し、亜鉛をドープすることでも

PL が発現することを確認した。本実験では、

亜鉛形ゼオライトの PLが発現する条件を解明

することを目的として、亜鉛形ゼオライトを作

成する際の濃度、温度、時間、ゼオライトの型

を変化させ、PL の強度の変化を調べた。 

[実験方法]  

Zn 形ゼオライト粉末試料は市販の Na形ゼオ

ライト[東ソー株式会社製、合成ゼオライト]を

用い、イオン交換法の条件を硝酸亜鉛水溶液、

酢酸亜鉛水溶液を用い濃度を 0.01M～1.0M、温 

度を 25℃、80℃、浸漬する時間を 24h～1week

として作成した。 

PL 測定は、試料を 400℃で 3h加熱し、加熱終

了後 30分経過した後に分光蛍光光度計(F-2700

形 分光蛍光光度計 日立ハイテクサイエンス

社製)を用い行った。 

[結果] 

Fig.1に 1.0M、0.1M、0.01Mの硝酸亜鉛水溶液

に 24h Na形ゼオライトを浸漬することにより

作成し、400℃で 3h加熱した後 30分経過した

Zn形 X型試料の 3D-PLスペクトルを示す。(濃

度によって PL の強度は大きく変化しなかっ

た。) 今回観測された PLのピークは 330nm～

420nmに見られた。 観測された PL は酸化亜

鉛のナノワイヤーの PL(励起光は 325nm、ピー

クは 387.5nmと 505.676nm)[3]ともナノ粒子の

PL（励起光は320nm、ピークは387nmと510nm）

[4]ともバルクの PL(励起光は 325nm、ピークは

368nmと 384nm)[5]とも完全には一致しなかっ

た。今回観測された PLはゼオライト内に形成

された酸化亜鉛粒子によるものでは無い可能

性がある。詳細は発表当日に報告する。 
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Fig.1 3D-PL spectrum of Zn type zeolite X
Replacement concentration is 1.0M,0.1M,0.01M,heating temperature is 400 ℃ and 
heating time is 3h
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